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宮崎縣の蜘蛛 



が 原 茂 雄（白甲鋪) 


朝鮮を城培が中學校 


予はを崎高等農林學校を學中 （1938 — 1941) を崎縣の颇蛛を採集する機會に 
恶まれたから此處に其 H 錄を揭げて同學諸±の御參考に供したいと思ふ。宮崎 
縣の蜘蛛は旣に王ホ巧(1936, 1937) に依つてお科130種が報吿され.义植 
巧巧 (1937, 1939) あびち （1937) の節か的報文がをるが子の探品中には山:等 
の報吿におてねないものも數多あるので敢て秀筆を呵する次第である。尙未だ 
種を判明せざるもの夕數をり，これは他日種名判明し次第追つて發表する'じ、算 
である。在學中蜘蛛踩集に穗々御お擧と御鞭德を賜はりたる化尾淳一郞先生並 
びに中島巧先生に厚< 御禮中上げる次第でをる。 

目錄中〇印のものは王-奇巧におり ， x がのものは樞が巧に依り旣に報吿され 
たものでをる0 

Order Araneina 眞正蜘蛛目 
Subord. Liphistiomorphae ち巧亞因 
Fair:. Liphistiidae キムラグモ科 
心 Subfam. Liphistiiuae キムラグモ亞科 

1 〇 Heriatliela kimurai Kishida キムラグモ 
後化の キシノウュトタテグモ と共に證業試驗 
場より八據臺に通ずる道路〇お側の崖に多數棲 
息ず(略鹽參照 )0 斯かる群棲地は珍しいから化 
の崖が‘ じ、 なき 人々によつて 荒されない檢に保讚 
策を講じたいものである。特に八敍の基祐が出 
來てが來化の道路は交通が繁くなり崖が荒され 
る危隐性が增して來た〇 
を崎 • 桓原神社 • 淸巧 • を華岳〜釋迦岳 
Subord Mygalomorphae 原揀亞间 


ミむ 




(JOO) 


Fa 打 2 . Cfonizidae トタテグモ科 
Subfani. Otenizfuae トタテグモ亞科 

2 。乂 Pachylmneru ， も’ agar i 几 Do >ifz ツクシ |、タテグモ 

植巧巧 (1937) は本極の遇巢場所としてお上 • 石坡上 • 地中 • 杉 . 柿•ザク 
口 ' •カシ•クロガネモチ . 揽 • 鶴等をあげ「.九州產のものはをてお又はがの樹 
上に生巧ずるものばかりである （ 王ホ巧 ; の通信に依る）」と報ぜられて居るが予 
り觀察（が化州）せる遗巢場所はお • 柿 • 曠 • 梅 • 為上等である。贵淸廟から 
南に通ずる道路の西側に數本のがをの木があり，山:處で夕數巧樂することがお來 
を。义志ゾもを : の樵顯縣 1( 應巧島縣）でも極めて多數が集ずることが W 來たが此 
處のものはがれも菩蒸しを岩お上に迸典して居た。 皆崎 

づ〇 Kishinotnjeiis typic/us Xishkk ネシノウェトタテクモ を赠 
Fam. Atypifke デグを科 
Sub fa in. Atypiime デグモ逝科 
4 〇 Aiypits harsclii D()：atz デグモ 替•崎 

Sui)or (し Aracliuomorphae 巧が班 口 
Fum. Uroctckiae ヒラタグモ柯 * 

Subfam. Uroctcinae ヒラタグ*逝不斗 
5° Uroclea covipa&ilis Kocli ヒラタグモ 常崎 

Farn, Agelenklae クサダモ科 
Siihf みが . Affeleiiinae クサグモ亞科 
6 。 Agelena opiilenfa (L. Koch) ックザグモ 鶴戶神を 

Fam. PiSauriciae キシタグモ科 
S り 1 舶化 . Tliaumjis'iune 八シリグモ亞科 

7 Dolomedes Hmhriatoides B か • et Strand スデチヤハシリグモ を崎 

Fam. "Lycoskke ドクグモ科 
Subfam. Lycosinae ドクグモ亞科 

8 Lnjcosa snhamylacea (Bo^. et Strand ) クロ コドクグモ 宮崎 

9 〇ム eoelestzs L. Koch ハラグロドクグモ を崎 

10 〇ム T-indgnata Bos. et Strand ウブキドクグモ ーツ葉 
11 〇ム . pseudoanmdaLa (Bo. が Strand) 中クゾキドクグモ 省*崎 
12 ふ . doeniizi 及妃が Strand デーニッツドクグモ 宿*晦 
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X け •• ぅ .1940 に下化方村のが水池の畔でか邊に棲む蜘蛛を採集してゐた際 
氷に半分程っかってねた小おをめくるとをの下から本種があらはれたが直ちに 
水中に稱り水深約 1 cm. の氷底〇小おにホ脚でだき つい で靜止して居るのを觀 
察することがお來た〇氷中にをるときは體表の空氣曆のため賴は銀白色に光っ 
て實に見事なも〇でをった。 P.M. 4.30 に潜水して RM. 6.33 太陽が沒しで 
觀察が綾行化來なくなったので標本にするをめ踩るまで實に 2 時閒 30 々の長 
きにわたって一度も水面に上らず水:底で頭張ってゐた〇探って歌たものを底に 
ル石を入れたコップに氷を盛りをの中になしておいをが一巧水中に潜らなかっ 
た0翌日の午後見ると顯巧してねた。恐らく小さいコウプの中なので這上っで 
體を乾すことがお來なかった爲ではないかと考へられる。 

13® Pirata clerbki (Bos. et Btraud ) クラークカイゾクドクグモ を赠 
Fam. Qxyopidae ササグモ科 
Subfam. Oxyopinae ササグモ亞科 
14 。 Ozyopes sertatns L. Koch ササグモ を崎 • ーツ葉 

Pam. Fholci^ae イウレイグモ科 
Subfaiu, Fholclnae イウレイグモ盛科 
15 Pholcits crypticolem Bos. et Strarui イウ V イグモ 靑島 
Fam. Theridiidae ヒメ グモ科 
Subfam. Asageniiiae ナキヒイグモ盛稱 
16° Idthyphantes' dxihius Donitz et* Strand ヌサグモ fig. 1, 2 宮崎•法 
華萬〜釋迦西 

军頭部は著しく膨隆し頸壤なな放射溝巧瞭〇中讀は橫にえぐられる〇 8眼 
2列にならび前中腿最大にして前'や眼間は後中眼閒より明かに大なり。兩側腿 
は目月かにはなれてをる0上類にタト禪を具み0背巧•上顯•胸が•下醫•—卜戴は 
おに赤黑色。下顯毛萊は灰黄を。解狡及步脚は褐をにしで第1•第2歩脚の腿 
節の先端 2/3 及®節先端は暗黒ををり。化し個體により化の暗黑色環を缺くも 
のあり。第 3 • 與 4 ホ脚の各節末端及瓣節基部は暗色なり。腹部は上商黒く 3 
列にならぶ黃白を乃至黃をのブ:斑點を有し兩側列のものは前後の斑が接着せる 
備體あり。腹部側面及下面も阔樣に黑色なれど罔か域は巧黄む.性域は黒色を 
呈す〇胃外滞より絲巧に巧ぶ 1 對の曲玉狀斑は白巧货〇絲巧を兩側よりか こむ 
1對のフず狀黄扫を斑をり〇 




o がよ） 



fig- 2 

Lithyphantes duhius B ど s. et Ft rand ヌサグモ Ej ig vne ( 原嵐） 
測を C 舉位げ •• m ，） 
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Subfam. Argyrodiimo コブヒメグモ亞科 
17。 Ariamnes eylindrogaster Si 班〇。ヲナガグモ 苗•崎 • 靑幕 • な石山 

卸. 3 

卯襄はんの部分がみふ ！>• A) をムにして巢につりさげてある0を體黑ず 
んだ狐をで朋•々黑をの强い斑點があな B の部分げみ义 k B) は淡をである〇 
卯赛の形がなび大きさはお•えん k を參照されをい。 ’VII. 9. 1939に探集 
した卯葵を切り閒いて見ると中に小さい幼生（不幸にして體長測をがず ）がを 
數入つてむをが化等幼生の腹部は fig. 3. C に示ず機な形をして成體の様に細 
長 < はなかつた。卽本種の腹部は脫巧を重ねることによつて所謂尾の部みが急 
速に伸びるも〇であらう0 

18° Argyrodes honadea CKarsch) シロガネ年ソウロウグモ ーツ葉 
Subfam. Theridiinae ヒメ グモ亞科 
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19 〇 Theridion tepidaviovum C* L. Kcch 
ォホヒメグモ を崎 • ーツ葉 • 靑嵩 • 
法華岳〜禪迦岳.檀原神社 

20 Theridion stei'nlnoiainm Bo . s . et Stra * 

nd ナガレボシヒメグモ 靑島 
Farn . Liiiynhiiclae サラグモ科 

21 Lmyphia vttnokameiisis Bo. 、 い t Strji- 

lid ュノハマ サラ グモ なお山•法 

葬岳〜釋迦岳- 

22 Oedothorax deiitatiis ( Wilder ) キタ 
チアカムネグモ を崎 


Fam . Uloboridae ウプグモ科 

23 Ulohorus duhius Bos . et Strand ^ 
ゥブグモ 靑島•甚•崎 

24 U * varians Bos . et Strand ホウウ 
プグモ 法莖岳〜驛迦岳 

25 Miajrammoves orientalis B 如 . et Str - 
and マネキグモ 宿*崎 • 法莖疫〜 
釋迦を 

Fam . Argiopidae コガネグモ巧 

26 Leucaurje suhhlanda Bds . (、t Strand 



'• •纺續解 


コシ p ガネグモ を崎 • 靑島 • ーッ 

葉 • 法舉を〜釋迦岳 斬. 3 

27〇ム- hlanda ( T . Kcch ) シロ ダネグモ ^riamnes cylindrogaster w 柏 on 

を略•靑島 • 法華を〜釋迦岳 • な石山 a ， b . 卵薬 C , 幼生の腹部 C 原圖） 

2が Met 沈 doeniizii B 5 s . et み rand ドョ 

ゥグモ を赠 

29 3/. kompirensis Bo =. et Strand なお山 

30。 Cyeiosa bifurcaU Kishida ホツアミコ•ミグモ（な辨）が晚 ％も5 


キヌアミグモなる和名が用ひられて居る株だがこれはむしろキヌアミゴミグ 
モと膊ぶ方が所屬がはつきりしでが.都合の薇に,恐はれるから斯株に改稱するこ 










〇〇り 


を摄唱する。本種は巧ゃ裘がなどのむ拙にれんで遇歇する0網はか平丸網で 
網目が非常に細か<美しい。 

军皆甲及上颖は褐む。ザはホ黑た3下颖•下臀あ惦板は暗むを帶びたる鴻 
なにして下醫の先端及 T 顯の內緣は黃もをなり0頸溝は明瞭なれど放が谎な中 
窩は判然せず。8眼は2列にならび兩服列お稍*を曲す。上颖にか裸を具ふ。 
背甲には褐色細でを胸板には黑む測ちとなむをとを粗をす。步卿は何れも一糕 
に鶴もなり。腹部は長云巧形にして上面淡がたにして縱ホするむたの波が綠紋 
を巧し，其の兩側は稍々暗をなり C 腹部お端は二々し駐數列の横®を-荷す〇腹 
部下面は暗灰をに巧むの點紐を敵布し胃か;蒂辆端近くより絲化の後絲をめぐる 
U 字がの判然せざる祕む紋あり0 



Oyclosa ろ. / u パが幻 K:shWa キヌ アミコ•ミゲモ（黄離;}邸; g_vne (原励） 
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31 。 Cydosa insalana ( Costa ) ミツデゴミグモ 法華岳〜釋迦岳 

湯原巧はシマゴミグモと呼べり。 

3 勺 〇 C 0 が o-tuberculata Karsch ゴミグモ •呂‘崎•法舉插 •〜 釋迦岳 

33 a sedecidaia Karsch ョツデゴミグモ を崎 • 法華岳〜釋迦を 
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34 Araneiis opima (L. Koch) 卞ホシホニグモ 卸啼 

35 A, semilunaris (Karsch ) マルプメオニグモ 巧崎 

3 が主 mongolieus Simon コケホニグモ 宮崎 （ V.12.1939) 一幼生なり。 

37° A, ftiscocoloraia Bo«. efc StraiK ? ヤミイ曰ホニグモ ーツ葉•がお山 

38 A suhjmUata Bo?, et Strand ヘリジロホニグモ な崎•ー ツ冀 

39° J. pentagrammicus (Karsch) アヲホ三グモ 宮崎 • 法華岳〜釋迦を 
40 〇 J. ecyllus (Karscli ) 卞マシロオニグモ を略 • 靑爲 

41° A. veniricosns (L. K 他 ! 〇 才三グモ を崎 

42 。 Cogmiargiope amoena (L, Koch) コガネグモ を胳 • ーツ嚷•蒂島 

43 。 ? ，み " 輸 （ K 沈け‘いコガタコガネグモ 巧崎 

44 C. aether a (Waickeniicr) チウガタコガネグモ •だ崎 

半 ''.。 Miranda り ruennichil CScopoU ) ナガコガネグモ 

4 が M が vka davaia 1.. K<.ch デヨロウグモ 说 1 挤 • 弟息戶神宮 * 

Fam. Thomisklae カニダモ科 
Dublam. ； M ； isume:H いな。 

4/ 一巧 / さむのパ ephiDoiatus Simon ヤミイロ カニグモ 法舉岳〜釋诞岳•双 

石山 

か。 Misumena tricaspidata (Fabricius ) ハナグモ 宿*崎 

49 。 Oxytaie siriaiipes L. Koch ワカバグモ が石山 

Subfam. Ptulodr 川…り ae 

50 Tibellus tenellus (L. Kcch ) シヤコグモ 法舉岳-〜釋迦香 

51 Philodroinus aureolas japonicola Bos. et Strand アサヒエビグモ 首*略 

Fara. Ciubiouidr.e フク ロ グモ科 
Subfam. Cltibioiiiiiao フク ロ グモ强科 

52 Chiracanthimn gratlosam Salto ザ' チコマチグモ ー ツ葉 (VI. 26, 
1938) 

本種は齋臟博女が福島縣 Konaliama (小名演）產標本により新穗として發表 
されたものである0 

53 Clubiona japonicola Bos. et Strand ウスキフク ログ モ 宮•崎 

54 a Una B か • et Strand 法舉を〜釋迦を 

* Saifo 打か 0 円 Kai Mcs. Research Bull. No. IS, p. 28;19 淵 
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Fam. Tetnt^rnnthidae アシナガグモ科 
55 Tetmgnatha lea Bos. et Strand アゾマアシナガグモ 勘暗 

56 。 で • japonica Bos. efc StraiicJ ヤサガタアシナガグモ 宮崎 •法舉 岳〜 
釋迦岳 

57° r. praedonia L. Koch アシナガグモ 宮 ■ 崎 • 巧石 (1| 

Fa : 化 Ctenidae シボグモ科 
が〇 Aiiahita fauna Kaisch シボグモ 靑嵩 

Fam. Saltjcidao ハへトリ グモ 14 

59 。 Evartlia albaria (L. Koch) マミジ。ハへトリグモ 嘗崎 •' 法華梅〜 

釋迦岳 • 双お山 

60 Carrhoius detritus B お • et Strand クロチヤハへトリグモ を崎 • なお 

山 

が。 Plexipjnis paykuUi (Au 1( uin) チヤスデハへトリグモ 宿•峰 • 靑島•巧 

石山 

が〇 P. crassipes Karsch 双石山 

6S° Myramarachne inna'michelis Bos. et Strand クロアリグモ 宮崎•靑 

島 

64 。 Icius magisler Karscli ホスグロハネグモ 巧贿•ーツ葉 
65 〇 /• elongatiia Karsch ヤハズハへトリグモ を崎 

66 〇 Aelurillus dimorphus Don. et Strand クロスデハへトリグモ 宮'崎 

67 Menemerus hymeshiinensis Dos. et 
Strand イソハへトリグモ 靑 
島 

68 〇 Marpissa vUtafa Karsch アヲホ 
ビィ、へトリグモ 苔*崎 6 が 6 
69° Hyllus lampexii Bos. et Stra'id 
ラムペル } ハへ ' トリグモ * を崎 

• 法華岳〜釋迦巧 • 乂石山 

Fa の . Spar が sidae アシダカグ巧•种 
70 。 Heieropoda venatoria ( Lniuaeus ) 

了シダカ グモ 双お 出 



一が が P も set vittata Kar ： ch アヲオビ ハへ 卜 
リグモ宇お pg.vn 记（原 H) 
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を崎縣產腑蛛關係お嬰文が 

王寺幸寬 - 宮崎地方蜘蛛良錄 （ 1 );Acta Arachnol, ， VoJ. I, No. 4, p.142 — 

144; 王が汲 

--宮巧地方妨蛛目錄け）；化油 VoL II , No . 1, p - 22 — 2 6;1937 

植巧利夫一海濱に樓むイソハへ卜9グモ； Ibid . Vol . II . No . 3, p .108-309; 
1937 

- コケずニグモか州に藉ず；化ん Vol ： IV , Ho . I , p . 27; 1939 

- -キノボリトタテグモの分巧 Ibid . V oL II , jS ^ o . 3, p . lOG ' — 107 j 1 夕が 

白甲絲-ツ葉げを地帯の痴煤；宮轉リンネ會報， No . 11， ！>• が〜 59 ;1938 


サスマタアゴザトウムシ Ischyropsalis ahei Sato et Suzuki 

の生長に伴ふ形態の變化 
S 巧 保 德 
愛媛縣立敕山高等女舉校 

昭和が年6與了日な私拖目、地にがける暂蛛の觀察を巧ふを r 的としてすを姐 
巧のお南方，皿ヶ端（1271说）風义附近の杉林-をしばしげ訪ねた。今やをの度 
數も、が回にあばんとし本鶴が多少峭らかになつた ffi 類もあるので，をのや〇1 
穗 L.chyropsalis ahei の生長に伴ふ形態の變化について述べることにずる。尙 
本趣のネ P ぶをサスブタアゴザトウムシとしたい。これはホ1 尝鉄巧（上類）萊 I 
節のが態が總川時代，强盗.狼藉をに對して用ひた攻巧の姐些器みサスマタ 
(刺股房卿簿）にか彿たるもむがあり， hchyropmlU abet 忆とつて上類 
は又運:裝な攻妨•の试器であるところから，かリて「陋村祭」館じ號誌上に離箸 
がはじめてこのを!おを公にしたのであつた0 

がこのが悦に對して極々御敎巧を贼はりたる廣盧文理种大學仏藤が岐雄博 
±,义牺をを與へられたるが山高等澡巧大植登志ま;博 dr に對し曝く感謝の意を 
裴す〇 

I 巧形の語る 

昭す口 17年5巧10曰に至り幾度も求めて巧られな扣つたサスマタアゴザいウ 



